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印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六
十
三
巻
第
一
号
平
成
二
十
六
年
十
二
月

は
じ
め
に

杏
雨
書
屋
所
蔵
三
階
教
写
本

武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵
の
敦
煽
写
本
に
は
、
従
来
未
公

開
の
貴
重
な
文
献
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
昨
年
、
影
印
版
が
『
敦
煽
秘

笈
』
（
全
九
冊
）
と
し
て
全
巻
刊
行
さ
れ
、
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
筆
者
は
杏
雨
書
屋
所
蔵
の
敦
煙
写
本
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
羽

四
―
一
と
羽
七
二
八

V
の
二
写
本
が
三
階
教
文
献
で
あ
る
こ
と
を
特
定

し
た
。
本
稿
で
は
羽
七
二
八
＞
に
関
し
て
写
本
の
基
本
情
報
、
著
者
と

題
名
、
内
容
概
観
な
ど
の
基
礎
的
な
研
究
を
行
い
、
新
た
な
三
階
教
文

献
が
見
い
だ
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
を
明
確
に
し
つ
つ
、
巻
末
に
翻
刻
を

(
1
)
 

掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

羽
七
二
八
＞
写
本
の
基
本
情
報

(
2
)
 

羽
七
二
八

v写
本
は
、
『
敦
煽
秘
笈
』
第
九
冊
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、

新
出
の
三
階
教
文
献
で
あ
る
。
『
敦
煙
秘
笈
目
録
冊
』
な
ら
び
に
『
敦

煙
秘
笈
影
片
冊
九
』
に
収
め
ら
れ
た
羽
七
二
八

V
の
解
題
の
箇
所
に

の
基
礎
的
研
究

(
3
)
 

は
写
本
に
関
す
る
基
本
的
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

『
普
親
観
盲
頓
除
十
悪
法
』
が
羽
七
二
八
＞
、
『
修
禅
要
決
』
が
羽
七
二
八

と
番
号
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
『
普
親
観
盲
頓
除
十
悪
法
』
が

表
面
で
あ
り
、
そ
の
背
紙
を
利
用
し
て
筆
写
さ
れ
た
の
が
『
修
禅
要
決
』

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
一
、
『
普
親
観
盲
頓
除
十
悪

法
』
は
紙
質
が
比
較
的
良
い
椿
紙
の
六
紙
に
筆
写
さ
れ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
『
修
禅
要
決
』
は
鹿
紙
を
一
紙
付
け
足
し
て
筆
写
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
二
、
『
普
親
観
盲
頓
除
十
悪
法
』
の
写
本
は
ほ
ぼ
天
・
地
界
線

の
中
に
筆
写
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『
修
禅
要
決
』
は
「
天
・
地

界
線
ヲ
超
エ
テ
書
寓
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
三
、
『
修
禅
要
決
』
の
筆

写
は
識
語
に
よ
れ
ば
「
大
唐
光
化
二
年
四
月
」
（
八
九
九
年
）
で
あ
る
が
、

『
普
親
観
盲
頓
除
十
悪
法
』
の
写
本
の
字
体
は
比
較
的
整
っ
て
お
り
、

そ
れ
よ
り
は
早
い
時
期
（
八
世
紀
ー
九
世
紀
前
半
）
に
筆
写
さ
れ
た
と
推

定
さ
れ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
行
数
や
字
詰
め
な
ど
に
関
し
て
は
、
解
題
で
は
「
一
紙
行

数
二
三
字
詰
め
こ
一
七
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
第
一
紙
は
冒
頭
を

西

本

『
普
親
観
盲
頓
除
十
悪
法
』

B召
》ヽヽヽ

真
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杏
雨
書
屋
所
蔵
三
階
教
写
本
『
普
親
観
盲
頓
除
十
悪
法
』
の
基
礎
的
研
究
（
西

欠
い
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
現
存
す
る
の
は
二
十
一
行
（
最
初
の
行
は

鹿
紙
と
の
継
ぎ
目
と
な
っ
て
お
り
、
判
読
不
能
）
、
第
六
紙
は
末
尾
を
欠
く

た
め
十
八
行
、
第
二
紙
か
ら
第
六
紙
は
各
二
十
二
行
で
あ
り
、
合
計
で

百
二
十
七
行
、
字
詰
め
は
二
十
三
字
か
ら
三
十
字
で
、
文
字
数
は
全
体

で
約
三
五

0
0
字
か
ら
な
る
写
本
で
あ
る
。

羽
七
二
八

v写
本
の
著
者
と
題
名

巻
上
の
最
後
の
箇
所
は
、
「
玄
證
法
師
重
訟
内
外
違
順
本
末
六
種
偏

病
九
種
人
十
二
種
顛
倒
五
重
十
悪
普
親
観
盲
頓
除
十
悪
法
巻
上
」
と
結

ば
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
玄
證
法
師
と
い
う
人
物
は
、
開
祖
信
行
の
弟
子

と
し
て
信
行
の
説
い
た
教
え
を
筆
録
し
、
信
行
没
後
の
三
階
教
団
の
統

(
4
)
 

率
者
の
一
人
と
な
っ
た
装
玄
證
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
続
高
僧
伝
』
「
信
行
伝
」
の
付
伝
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
、
元
々
何
か
の
因
縁
で
出
家
し
て
化
度
寺
に
住
し
て
い
た
が
、
三
階

教
の
開
祖
の
信
行
が
長
安
に
移
っ
て
化
度
寺
に
住
す
る
こ
と
に
な
っ
て

か
ら
は
、
も
っ
ぱ
ら
信
行
を
師
と
仰
ぎ
、
信
行
の
講
義
を
筆
録
す
る
役

割
を
担
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
還
俗
し
て
自
ら
徒
侶
を
結
ん
だ
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
三
階
教
の
一
派
と
し
て
独
自
の
活
動
を
行
っ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
写
本
に
お
い
て
は
、
「
玄
證
法
師
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
還
俗
す
る
以
前
、
彼
は
法
師
と
し
て
教
義
を
講
説
す

る
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
『
仏
性
観
』
と
仮
題
し

た
三
階
教
文
献
に
も
、
「
又
装
公
云
、
「
頓
除
往
悪
、
入
大
位
、
偏
遊
浮

(
5
)
 

刹
、
遠
結
菩
提
」
」
と
あ
る
が
、
こ
の
中
の
「
装
公
」
と
い
う
人
物
も

装
玄
證
の
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
こ
の
文
献

の
著
者
に
関
し
て
は
、
も
し
玄
證
法
師
自
身
が
著
し
た
の
で
あ
れ
ば

「
玄
證
法
師
」
と
い
う
呼
称
は
用
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ひ
と
ま
ず
玄

證
法
師
が
講
義
し
た
内
容
を
弟
子
の
誰
か
が
筆
記
し
た
講
義
録
と
み
な

し
て
お
き
た
い
。

次
に
題
名
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
首
題
と
尾
題
が
欠
落
し
て
い
る
中

で
、
唯
一
手
が
か
り
と
な
る
の
は
中
題
の
箇
所
で
あ
る
。
写
本
で
は
二

行
に
わ
た
り
次
の
よ
う
に
筆
写
さ
れ
て
い
る
。

玄
證
法
師
重
訟
内
外
違
順
本
末
六
種
偏
病
九
種
人
十
二
種
顛
倒
五
重
十
悪

普
親
観
盲
頓
除
十
悪
法
巻
上

『
敦
煽
秘
笈
』
の
解
題
で
は
、
一
行
目
と
二
行
目
を
分
け
、
二
行
目
の

『
普
親
観
盲
頓
除
十
悪
法
』
巻
上
の
み
を
題
名
と
み
な
し
て
い
る
。
そ

の
場
合
、
一
行
目
に
つ
い
て
は
「
玄
證
法
師
は
重
ね
て
内
外
・
違
順
•

本
末
•
六
種
偏
病
•
九
種
人
・
十
二
種
顛
倒
•
五
重
十
悪
に
つ
い
て
訟

（
の
）
べ
た
」
と
い
う
ま
と
め
の
一
旬
と
解
釈
さ
れ
う
る
。
そ
の
上
で
、

二
行
目
の
『
普
親
観
盲
頓
除
十
悪
法
』
巻
上
の
み
を
題
名
と
み
な
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
「
頓
除
十
悪
法
」
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
三
階
教
文

献
で
も
十
悪
（
殺
生
、
倫
盗
、
邪
姪
、
妄
語
、
綺
語
、
悪
口
、
両
舌
、
貪
欲
、

眼
忠
、
愚
擬
）
を
犯
さ
な
い
こ
と
を
随
所
で
強
調
し
て
い
る
の
で
、
「
た

だ
ち
に
十
悪
を
除
く
法
」
と
解
す
れ
ば
よ
か
ろ
う
。
直
前
の
「
普
親
観

盲
」
と
い
う
四
字
に
つ
い
て
は
、
三
階
教
の
実
践
の
中
心
的
柱
は
「
普

本）
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敬
」
（
如
来
蔵
等
八
種
仏
法
）
と
「
認
悪
」
（
十
二
種
顛
倒
）
で
あ
り
、
本

文
献
で
も
「
普
敬
」
の
実
践
を
「
敬
」
と
説
き
、
「
認
悪
」
の
実
践
は

自
己
の
み
を
簡
ん
で
行
う
た
め
に
「
簡
」
と
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
普
親
観
盲
」
の
四
字
も
普
敬
と
認
悪
の
実
践
に
対
応
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
本
文
献
で
は
第
一
段
か
ら
第
三
段
ま
で
の
段

落
名
に
「
盲
観
法
憫
」
、
「
盲
観
括
悪
」
、
「
盲
観
簡
敬
」
と
し
て
「
盲
観
」

と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
他
の
箇
所
で
も
「
認
盲
」
、
「
自
知
是
盲
」
、

「
生
盲
衆
生
」
な
ど
の
語
旬
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
「
盲
」
と
い
う

の
は
そ
の
よ
う
な
内
容
を
受
け
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
題
名
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
「
普
親
観
」
と
い
う
語
は
現
存
箇

所
の
本
文
中
に
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
「
普
敬
」
に
関
す
る
内
容
に
関

し
て
は
第
三
段
の
中
で
自
己
悪
の
認
識
を
行
う
「
簡
」
と
対
比
さ
せ
て

「
敬
」
を
説
い
て
い
る
箇
所
に
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
「
普
親
観
」

と
い
う
語
で
タ
イ
ト
ル
に
加
え
た
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
「
普
親
観
盲
」
の
四
文
字
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
で

あ
る
が
、
句
づ
く
り
か
ら
す
れ
ば
「
普
親
」
と
「
観
盲
」
に
分
け
る
方

が
よ
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
本
文
中
に
は
「
盲
観
」
や
「
認
盲
」

は
頻
出
す
る
が
「
観
盲
」
は
見
あ
た
ら
な
い
。
「
認
盲
」
が
キ
ー
ワ
ー

ド
で
あ
る
の
に
、
題
名
だ
け
「
観
盲
」
と
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。

ま
た
、
他
の
三
階
教
文
献
で
も
、
『
対
根
起
行
法
』
で
は
「
普
親
観
」

と
「
認
盲
及
應
佛
観
」
の
語
が
あ
り
、
『
三
階
観
法
略
釈
』
に
も
「
普

親
観
」
や
「
認
悪
観
」
「
盲
観
」
な
ど
の
語
が
あ
る
が
、
「
観
盲
」
と
い

杏
雨
書
屋
所
蔵
三
階
教
写
本
『
普
親
観
盲
頓
除
十
悪
法
』
の
基
礎
的
研
究
（
西

本）
現
存
す
る
箇
所
は
、
第
一
段
の
最
後
の
箇
所
六
行
（
た
だ
し
最
初
の

行
は
判
読
不
能
）
約
―

1
0
文
字
と
第
二
段
か
ら
第
四
段
ま
で
の
全
部

と
第
五
段
の
前
半
部
分
―

1
0
文
字
、
合
計
約
三
五

0
0
文
字
か
ら
な

る
。
各
段
の
構
成
は
要
約
す
れ
ば
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

四

う
語
は
見
あ
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
観
盲
」
と
い
う
語
が
熟
し

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
「
普
親
観
」
と
「
盲
」
に
分
け
て

捉
え
る
方
が
意
味
は
通
じ
や
す
い
。
す
な
わ
ち
、
普
親
観
は
如
来
蔵
等

八
種
仏
法
と
い
う
す
べ
て
の
三
階
仏
法
の
体
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
を
認
盲
の
体
と
し
て
位
置
づ
け
た
上
で
、
（
認
）
「
盲
」
の
実
践
を
す

る
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
た
だ
ち
に
十
悪
を
除
く
」
こ
と
、
そ
れ
を
説
い

た
の
が
こ
の
文
献
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
し
、
一
行
目
と
二
行
目

全
体
を
―
つ
の
題
名
と
解
釈
す
れ
ば
、
『
玄
證
法
師
は
重
ね
て
内
外
・

違
順
•
本
末
•
六
種
偏
病
·
九
種
人
・
十
二
種
顛
倒
•
五
重
十
悪
•
普

親
観
・
盲
頓
除
十
悪
の
法
に
つ
い
て
訟
（
の
）
べ
た
』
と
読
む
こ
と
に

な
ろ
う
。
か
な
り
長
い
題
名
と
な
る
が
、
こ
の
文
献
を
玄
證
法
師
の
講

義
録
と
み
な
し
、
講
義
の
内
容
を
す
べ
て
列
挙
し
て
題
名
と
し
た
と
す

れ
ば
十
分
解
釈
は
成
り
立
つ
。
『
開
元
釈
教
録
』
な
ど
の
経
録
に
列
挙

さ
れ
た
三
階
教
の
文
献
名
を
み
る
と
、
正
式
名
称
で
は
五
十
文
字
に
達

す
る
長
い
文
献
名
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
解
釈
も
不
自
然
と
は

い
え
な
い
よ
う
に
思
う
。

文
献
の
概
要
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明
盲
観
法
罷
前
半
欠
、
末
尾
百
十
字
余
存
。
五
段
か
ら

な
る
。
詳
細
不
明
。

明
盲
観
括
悪
造
悪
業
の
受
報
の
結
果
と
、
不
認
盲
の
病

の
損
(
+
項
）
と
認
盲
の
益
。

明
盲
観
簡
敬
盲
観
の
簡
と
敬
の
具
体
的
実
践
内
容
（
身

業
・
ロ
業
・
意
業
の
三
業
）
。

引
事
比
況
不
認
盲
と
認
盲
の
そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
に
関
す

る
教
証
。

引
敦
賓
成
盲
観
の
「
盲
」
、
「
聾
」
、
「
唖
」
の
警
喩
の
教

証
（
五
経
）
。
後
半
欠
。

第
一
段
の
内
容
;
弟
一
段
の
盲
観
の
法
体
を
明
か
す
箇
所
は
五
段
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
五
段
目
の
最
後
の
箇
所
と

末
尾
に
附
さ
れ
た
偶
頌
合
わ
せ
て
百
十
文
字
余
り
の
み
存
し
、
全
体
の

内
容
は
不
明
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
段
落
中
の
「
若
能
如
是
、
郎
輿
死
人

佛
法
相
應
、
即
得
永
離
一
切
生
死
、
得
従
一
佛
國
至
一
佛
國
、
乃
至
成

佛
」
と
い
う
箇
所
は
、
『
仏
性
観
』
と
仮
題
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
も
「
又

祁
師
『
集
録
』
云
、
「
作
此
如
来
蔵
佛
八
種
佛
法
観
者
、
郎
得
無
始
已

来
一
切
悪
頓
断
、
永
輿
生
死
別
、
郎
得
入
菩
薩
位
、
従
一
佛
國
至
（
一
）

佛
國
、
乃
至
成
佛
」
。
又
装
公
云
、
「
頓
除
往
悪
、
入
大
位
、
偏
遊
浮

(
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刹
、
遠
結
菩
提
」
」
と
い
う
箇
所
が
あ
り
、
内
容
的
に
非
常
に
近
似
し

て
い
る
。
ま
た
、
『
対
根
起
行
法
』
と
仮
題
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
お
い

て
も
、
如
来
蔵
仏
八
種
仏
法
に
は
更
に
二
義
が
あ
る
と
し
て
、
生
盲
生

第
五
段

第
四
段

第
三
段

第
二
段

第
一
段 杏

雨
書
屋
所
蔵
三
階
教
写
本
『
普
親
観
盲
頓
除
十
悪
法
』
の
基
礎
的
研
究
（
西聾

生
唖
衆
生
仏
法
と
死
人
仏
法
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
か

ら
鑑
み
る
と
、
こ
の
段
落
で
説
か
れ
た
盲
観
の
体
も
第
三
階
の
普
仏
法

の
体
と
し
て
の
如
来
蔵
仏
等
の
八
種
仏
法
に
つ
い
て
体
と
位
置
づ
け
て

説
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

第
二
段
の
内
容
ご
）
の
段
は
「
盲
観
括
悪
」
に
つ
い
て
明
か
す
段
で

あ
り
、
「
造
悪
寛
狭
長
短
と
結
業
受
生
多
少
」
を
明
か
す
箇
所
と
「
就

病
明
其
損
盆
」
を
明
か
す
箇
所
に
分
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
第
一
の
箇
所

は
、
生
盲
の
者
が
悪
を
認
め
な
い
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
悪
業
を
作
る

か
（
造
悪
寛
狭
長
短
）
、
そ
し
て
、
そ
の
悪
業
の
結
果
、
い
か
な
る
悪
身

を
受
け
る
か
（
結
業
受
生
多
少
）
、
に
つ
い
て
明
か
さ
れ
て
い
る
。
ほ
ん

の
一
念
で
も
盲
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ず
に
悪
業
を
な
せ
ば
、
そ
の
悪
業

は
悪
身
の
業
報
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
る
。
第
二
の
病
に
つ
い

て
損
益
を
明
か
す
箇
所
で
は
、
十
の
損
と
十
の
益
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

損
に
つ
い
て
は
、
不
認
盲
の
た
め
に
、
①
自
ら
の
根
機
を
破
壊
す
る
こ

と
、
②
邪
の
三
毒
を
常
に
起
こ
す
こ
と
、
③
邪
の
三
業
謗
人
謗
法
を
常

に
起
こ
す
こ
と
、
④
七
憎
七
愛
を
常
に
起
こ
す
こ
と
、
⑤
五
対
十
旬
の

悪
を
起
こ
す
こ
と
、
⑥
五
重
十
悪
を
常
に
起
こ
す
こ
と
、
⑦
六
種
偏
病

を
常
に
起
こ
す
こ
と
、
⑧
四
重
五
逆
を
常
に
起
こ
す
こ
と
、
⑨
怨
親
金

剛
を
常
に
起
こ
す
こ
と
、
⑩
十
二
種
顛
倒
を
常
に
起
こ
す
こ
と
、
と
い

う
十
の
損
を
挙
げ
て
い
る
。
第
二
の
益
に
つ
い
て
は
、
損
で
挙
げ
た
十

種
の
反
対
の
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
益
と
し
て
い
る
。

第
二
段
で
は
こ
の
文
献
が
主
題
と
す
る
認
盲
の
実
践
に
関
し
て
、
も

本）

-4-



し
そ
れ
を
行
わ
な
い
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な
悪
の
業
を
造
る
こ
と
に
な

る
か
、
そ
の
結
果
と
し
て
ど
の
よ
う
な
悪
し
き
報
い
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
か
、
さ
ら
に
は
ど
の
よ
う
な
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
、
こ
れ
ら
の

点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
逆
に
認
盲
の
実
践
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
な
積
極
的
な
意
義
が
見
い
だ
せ
る
か
、
認
盲
の
実
践
の
必
要

性
と
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

(
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第
三
段
の
内
容
る
第
三
段
は
盲
観
の
簡
と
敬
に
つ
い
て
、
身
業
・
ロ

業
・
意
業
の
三
業
に
分
け
て
説
い
て
い
る
。
こ
の
段
は
、
盲
観
を
自
己

に
つ
い
て
悪
を
認
め
る
認
盲
の
観
、
す
な
わ
ち
「
簡
」
の
実
践
と
、
他

者
に
つ
い
て
は
認
盲
に
よ
っ
て
ひ
た
す
ら
敬
う
「
敬
」
の
実
践
に
分
け
、

身
業
・
ロ
業
・
意
業
の
三
業
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
と
敬
と
は
ど
の

よ
う
な
実
践
で
あ
る
か
を
説
い
て
い
る
。
認
盲
観
の
方
法
論
に
つ
い
て

論
じ
た
段
落
と
い
え
よ
う
。

第
四
段
の
内
容
ご
）
の
段
は
「
引
事
比
況
」
と
い
う
位
置
づ
け
が
な

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
大
集
月
蔵
分
経
』
や
『
大
智
度
論
』
に
説

か
れ
る
具
体
的
な
事
例
を
引
い
て
、
自
己
の
悪
を
認
め
ず
（
不
認
盲
）
、

他
者
を
敬
わ
な
い
場
合
に
、
ど
の
よ
う
な
悪
果
を
得
る
か
、
逆
に
自
ら

悪
を
認
め
（
認
盲
）
、
他
者
の
善
を
敬
う
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
善
果

を
得
る
か
、
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
特
に
『
大
集
月
蔵
分
経
』
（
巻
六
）

の
事
例
は
『
対
根
起
行
法
』
の
十
二
顛
倒
の
中
に
も
引
か
れ
る
も
の
で

あ
り
、
三
階
教
が
好
ん
で
引
く
箇
所
と
い
え
る
。

第
五
段
の
内
容
ご
）
の
段
は
「
引
赦
賓
成
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

本）

る
。
三
階
教
で
は
第
三
階
の
空
見
有
見
の
衆
生
を
生
盲
人
に
た
と
え
る

場
合
が
多
い
が
、
こ
の
段
で
は
『
最
妙
勝
定
経
』
、
『
勝
婁
経
』
、
『
涅
槃

経
』
、
『
大
集
月
蔵
分
経
』
な
ど
を
挙
げ
て
そ
の
教
証
と
し
て
い
る
。
四

つ
め
の
『
大
集
月
蔵
分
経
』
に
つ
い
て
は
、
「
生
聾
生
盲
生
唖
」
の
六

文
字
の
み
で
、
そ
の
後
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
内
容
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
文
献
以
外
に
も
、
『
対
根
起
行
法
』
で
は
第
三
階
仏
法
を
「
生
盲

生
聾
生
唖
衆
生
佛
法
」
（
拙
著
『
三
階
教
の
研
究
』
、
春
秋
社
、
一
九
九
八
年
、

四
九
四
頁
）
、
「
生
盲
衆
生
佛
法
」
（
同
、
四
九
八
頁
）
、
本
邦
本
『
三
階
佛

法
』
で
も
「
生
盲
衆
生
佛
法
」
（
矢
吹
慶
喜
『
三
階
教
之
研
究
』
別
篇
、
岩

波
書
店
、
一
九
二
七
年
、
二
九
一
頁
）
、
『
発
菩
提
心
法
』
で
も
「
生
盲
人

佛
法
」
（
拙
著
、
六
0
二
頁
）
、
「
世
間
生
盲
之
人
」
（
同
、
六
0
二
頁
）
、
「
邪

見
顛
倒
生
盲
衆
生
」
（
同
、
六
0
二
頁
）
、
「
凡
夫
生
盲
」
（
同
、
六
0
四
頁
）

な
ど
、
生
盲
の
語
は
頻
出
し
て
い
る
。
三
階
教
に
お
い
て
は
、
第
三
階

仏
法
を
実
践
す
べ
き
衆
生
は
「
生
盲
」
あ
る
い
は
「
生
盲
生
聾
生
唖
」

の
衆
生
で
あ
り
、
そ
の
衆
生
が
実
践
す
べ
き
仏
法
も
「
生
盲
生
聾
生
唖

衆
生
佛
法
」
、
あ
る
い
は
「
死
人
佛
法
」
な
ど
と
表
現
し
て
い
る
の
で

あ
る
。本

稿
で
は
杏
雨
書
屋
所
蔵
の
敦
煙
写
本
の
中
か
ら
未
紹
介
の
三
階
教

文
献
の
写
本
羽
七
二
八
＞
に
関
し
て
、
写
本
の
基
本
情
報
、
著
者
と
題

名
、
内
容
概
観
な
ど
の
基
礎
的
な
研
究
を
行
っ
た
。

杏
雨
書
屋
所
蔵
三
階
教
写
本
『
普
親
観
盲
頓
除
十
悪
法
』
の
基
礎
的
研
究
（
西

五

お

わ

り

に
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杏
雨
書
屋
所
蔵
三
階
教
写
本
『
普
親
観
盲
頓
除
十
悪
法
』
の
基
礎
的
研
究
（
西

三
階
教
文
献
の
中
に
は
、
三
階
教
の
教
義
や
観
法
の
実
践
を
網
羅
的

に
説
い
た
『
三
階
仏
法
』
、
『
対
根
起
行
法
』
、
『
第
三
階
仏
法
広
釈
』
、
「
三

階
観
法
略
釈
』
な
ど
の
文
献
が
あ
る
一
方
で
、
三
階
教
義
の
中
の
一
っ

の
重
要
テ
ー
マ
に
絞
っ
て
論
述
さ
れ
た
文
献
も
少
な
く
な
い
。
『
人
集

録
明
諸
経
中
対
根
浅
深
発
菩
提
心
法
』
（
杏
雨
書
屋
所
蔵
、
羽
四
―
-
）
、

『
発
菩
提
心
法
』
、
『
仏
性
観
修
善
法
』
、
『
仏
性
観
』
な
ど
の
文
献
が
そ

れ
で
あ
る
。
今
回
の
『
普
親
観
盲
頓
除
十
悪
法
』
も
三
階
教
の
中
心
的

教
義
の
―
つ
で
あ
る
認
盲
の
観
に
し
ぼ
っ
て
論
じ
ら
れ
た
文
献
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

内
容
的
に
見
て
も
、
盲
観
の
体
、
盲
観
に
基
づ
く
悪
認
識
の
体
系
と

果
報
、
盲
観
を
実
践
す
る
上
で
の
自
己
と
他
者
の
明
確
な
区
別
（
三
業

ぞ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
簡
と
敬
）
、
盲
観
を
実
践
し
な
い
場
合
に
生
じ
る

結
果
の
教
証
、
慧
眼
無
き
衆
生
を
盲
に
喩
え
る
教
証
な
ど
に
関
し
て
詳

細
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
三
階
教
の
認
盲
観
の
実
践
を
解
明
す
る
上
で

非
常
に
重
要
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
文
献
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
開
祖
信
行
の
説
い
た
三
階
教
の
教
義
を
筆
録
し
た
と
さ
れ
る

装
玄
證
に
つ
い
て
の
情
報
も
含
ま
れ
て
お
り
、
三
階
教
団
の
展
開
を
考

え
る
上
で
も
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

本
写
本
の
題
名
を
『
普
親
観
盲
頓
除
十
悪
法
』
と
し
た
場
合
に
、
本

文
中
に
「
普
親
観
」
の
語
も
見
ら
れ
ず
、
内
容
的
に
も
十
分
に
論
じ
ら

れ
て
い
な
い
点
を
ど
う
解
釈
す
る
か
、
「
十
悪
」
と
い
う
語
に
つ
い
て

も
こ
の
文
献
に
お
い
て
は
悪
認
識
の
体
系
の
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
ど
う
解
釈
す
る
べ
き
か
、
な
ど
さ
ら
に
考
察
す

べ
き
課
題
も
少
な
く
な
い
。
今
後
、
訳
注
研
究
も
進
め
な
が
ら
、

に
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

羽
七
二
八

v

【
凡
例
】

一
、
『
普
親
観
盲
頓
除
十
悪
法
』
を
翻
刻
す
る
に
あ
た
り
、
底
本
に
は
、

武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵
の
敦
煽
写
本
「
羽
七
二
八
＞
」
（
『
敦

煙
秘
笈
影
片
冊
九
』
、
武
田
科
学
振
興
財
団
、
二
0
一
三
年
三
月
、
一
九
九
ー

二
0
―
頁
の
影
片
）
を
用
い
る
。

一
、
俗
字
、
異
字
な
ど
は
基
本
的
に
正
字
に
改
め
た
。

一
、
判
読
で
き
な
い
文
字
は
口
と
記
す
。
判
読
で
き
な
い
文
字
の
推
定

が
可
能
な
場
合
に
は
、
「
無
口
口
」
の
よ
う
に
、
口
の
右
に
推
定
し
た

文
字
を
示
す
。

一
、
底
本
は
全
て
白
文
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
私
に
句
読
点
、
引
用
記

号
な
ど
を
付
す
。

一
、
底
本
は
六
紙
か
ら
な
る
。
各
紙
の
冒
頭
の
箇
所
に
『
杏
雨
書
屋
蔵

敦
煽
秘
笈
影
片
冊
九
』
（
武
田
科
学
振
興
財
団
、
二

0
一
三
年
三
月
発
行
）

に
付
さ
れ
た
紙
数
番
号
（
【
羽
七
二
八
V
|
-
】
i

【
羽
七
二
八
V

I
六】）

を
付
す
。

(
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【
七
二
八
V
|
-
】
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
…
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
人
法
、

若
能
如
是
、
郎
得
輿
死
人
佛
法
相
應
、
即
得
永
離
一
切
生
死
、
得
従
一

本）

『
普
親
観
盲
頓
除
十
悪
法
』
翻
刻

さ
ら
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佛
國
至
一
佛
國
乃
至
成
佛
。
諸
行
者
等
、
好
自
思
量
、
自
知
無
眼
、
莫

強
分
別
。
唯
除
嘗
根
破
病
、
普
佛
法
於
上
起
決
定
者
、
不
在
其
限
。
上

来
五
段
雖
復
不
同
、
惣
明
第
一
盲
観
法
骰
覚
。
頌
日
、
同
而
不
同
誰
能

（
慧
眼
）

識
唯
有
聖
目
槻
贈
知
自
稟
生
盲
無

D
ロ
ロ
ロ
□
敢
辮
口
。

第
二
段
明
盲
観
括
悪
者
、
於
内
有
二
種
。
第
一
、
明
造
悪
寛
狭
長
短

結
業
受
生
多
少
。
第
二
、
就
病
明
其
損
益
。
第
一
明
其
造
悪
寛
狭
長
短

結
業
受
生
多
少
者
、
於
内
有
二
。
一
造
悪
寛
長
、
二
結
業
受
生
多
少
。

一
造
悪
寛
長
者
、
由
従
無
始
已
来
、
不
認
盲
故
、
凡
聖
倶
作
凡
夫
解
、

滅
他
凡
夫
内
一
重
聖
人
盛
。
於
上
軽
欺
打
罵
、
長
一
切
悪
業
偏
法
界
、

由
不
認
盲
故
、
令
一
切
凡
夫
内
一
重
聖
人
悉
皆
被
殺
盛
、
飲
血
嗽
肉

（縛）

盛
、
被
瞑
被
罵
被
打
被

D
被
姪
被
盗
被
証
被
陥
被
欺
、
乃
至
一
切
法

（生）

界
悪
法
悉
皆
作
盛
。
何
以
故
。
以
肉
眼

D
盲
、
不
識
聖
故
、
謂
言
是

（凡）□
。
心
軽
慢
故
、
復
於
一
切
凡
夫
上
、
打
罵
殺
害
飲
血
嗽
肉
、
乃
至

更
造
法
界
悪
盛
。
如
『
経
』
説
、
於
一
衆
生
起
悪
心
時
、
郎
是
一
切
衆

生
大
怨
。
何
以
故
。
悪
心
無
縦
故
。
於
一
起
悪
普
皆
偏
故
。
肉
眼
生

(
9
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盲
、
無
慧
眼
故
。
不
住
分
齊
謬
行
法
故
。
常
謂
自
身
是
好
人
故
。
不
防

三
業
悪
相
績
故
。
是
故
、
行
者
善
自
思
量
。
莫
於
少
時
放
逸
愛
築
。
於

久
長
劫
、
受
三
悪
身
。
因
時
甚
浅
、
不
足
言
為
、
果
時
極
深
、
受
則
難

盛
。
無
常
峻
速
、
由
如
赤
電
。
念
念
不
住
、
如
川
訣
流
。
亦
如
二
鼠
、

日
月
相
催
。
此
報
忽
罷
、
呼
嵯
何
盆
。
鞭
其
枯
骨
、
悔
将
何
及
。
従
始

至
今
、
是
長
非
短
。
悪
心
起
時
、
普
偏
十
方
三
賓
衆
生
盪
、
非
狭
是

寛
、
故
名
作
悪
寛
長
。
第
二
結
業
【
七
二
八
＞
ー
ニ
】
受
生
多
少
者
、

本）

如
『
経
』
説
、
一
日
一
夜
有
百
億
五
千
萬
念
、
一
念
営
受
一
身
。
行
者

好
自
思
量
。
若
不
覺
認
盲
、
有
分
別
是
非
。
若
有
分
別
是
非
、
則
起
悪

無
疑
。
若
一
日
一
夜
輿
悪
法
相
應
、
則
輿
一
切
衆
生
百
億
五
千
萬
身
作

大
怨
家
、
殺
此
怨
家
。
或
作
鮫
龍
、
登
是
願
言
、
生
々
之
慮
、
食
汝
心

肝
。
或
作
野
叉
、
街
於
猛
火
、
燒
汝
身
骰
。
一
経
或
道
、
一
日
一
夜
有

十
三
億
識
、
一
個
意
識
常
受
一
生
。
計
此
経
文
、
受
生
多
少
、
轄
多
於

前
。
一
経
或
説
、
刹
那
生
滅
、
一
―
受
身
。
計
其
念
敷
、
一
日
一
夜
有

其
百
億
五
千
萬
念
、
於
一
念
中
有
九
十
刹
那
、
一
刹
那
中
有
九
百
生

滅
、
一
―
刹
那
生
滅
、
受
身
轄
多
萬
倍
。
一
経
或
説
、
衆
生
造
業
、
如

線
結
細
、
業
果
不
壊
。
一
経
或
説
、
燭
下
書
字
、
燭
滅
字
存
、
衆
生
造

業
、
亦
復
如
是
。
如
『
賓
積
』
歎
云
、
無
我
無
造
無
受
者
、
善
悪
之
業

亦
不
妄
。
以
此
文
瞼
、
故
知
衆
生
造
作
諸
悪
、
業
果
不
壊
。
行
者
好
須

防
懺
。
一
日
一
夜
造
作
諸
悪
、
受
三
悪
身
、
経
由
不
許
計
。
一
生
已

来
、
造
業
多
少
不
可
知
敷
。
何
況
無
始
已
束
。
論
其
多
少
、
大
地
微

塵
、
全
非
是
喩
。
餘
義
不
盛
者
、
類
以
可
知
。
文
煩
不
多
繹
。
頌
日
、

一
念
差
失
無
知
理
結
業
過
受
萬
重
身
或
作
毒
龍
諸
猛
獣
累
怨
相

伐
証
相
親
。

第
二
就
病
明
其
損
盆
者
、
於
中
有
二
。
一
者
損
、
二
者
盆
。
損
者
於

(10) 

中
有
十
段
。
一
者
不
認
盲
故
、
自
壊
己
根
機
。
二
者
由
不
認
盲
故
、
邪

三
毒
常
起
不
息
。
三
者
由
不
認
盲
故
、
邪
三
業
謗
人
謗
法
常
起
不
息
。

（

五

者

由

不

認

盲

故

、

五

封

）

四

者

由

不

認

盲

故

、

七

憎

七

愛

常

起

不

息

。

一

干

旬
常
起
不
息
。
六
者
由
不
認
盲
故
、
五
重
十
悪
常
起
不
息
。
七
者
由
不

杏
雨
書
屋
所
蔵
三
階
教
写
本
『
普
親
観
盲
頓
除
十
悪
法
』
の
基
礎
的
研
究
（
西
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杏
雨
書
屋
所
蔵
三
階
教
写
本
『
普
親
観
盲
頓
除
十
悪
法
』
の
基
礎
的
研
究
（
西

認
盲
故
、
六
重
偏
病
常
起
不
息
。
八
者
由
不
認
盲
故
、
四
重
五
逆
常
起

不
息
。
九
者
由
不
認
盲
故
、
怨
親
金
剛
常
起
不
息
。
十
者
由
不
認
盲

故
、
十
二
種
顛
倒
常
起
不
息
。
如
上
十
段
悪
、
由
不
認
盲
故
、
運
運
増

長
、
製
盛
身
心
。
由
如
雲
中
赤
電
、
亦
如
劫
火
風
吹
、
悪
心
運
運
不

住
、
亦
復
如
是
。
唯
除
一
乗
菩
薩
、
【
七
二
八
v

—
三
】
為
度
衆
生
、

是
善
非
悪
、
不
在
其
限
。
第
二
盆
者
、
於
内
有
十
段
。
返
上
帥
是
、
不

努
更
繹
。
恐
畏
不
明
、
略
學
五
三
、
餘
者
類
以
知
。
一
者
由
認
盲
故
、

不
壊
自
根
機
。
不
壊
自
根
機
者
、
由
認
盲
故
、
於
他
前
境
一
切
人
法
、

悉
有
疑
心
、
不
敢
深
起
是
非
、
所
以
不
壊
自
根
機
。
如
『
経
』
説
、
疑

者
不
壊
善
根
、
執
郎
趣
一
闇
提
道
。
二
者
由
認
盲
故
、
邪
三
毒
頓
滅
不

(11) 

起
。
三
者
由
認
盲
盲
故
、
邪
三
業
謗
人
謗
法
頓
滅
不
起
。
四
者
由
認
盲

故
、
七
憎
七
愛
頓
滅
不
起
。
乃
至
餘
六
段
亦
如
是
、
類
以
可
知
、
不
努

更
繹
。
頌
日
、
非
則
十
重
個
日
登
是
則
頓
滅
永
不
生
動
静
雨
邊
如

側
手
径
忽
分
隔
堕
深
坑
゜

玄
證
法
師
重
訟
内
外
違
順
本
末
六
種
偏
病
九
種
人
十
二
種
顛
倒
五
重
十

悪゚普
親
観
盲
頓
除
十
悪
法
巻
上

第
三
段
、
明
盲
観
簡
敬
者
、
於
内
有
一

1

-

。
一
就
身
業
以
明
簡
敬
。
ニ

就
口
業
以
明
簡
敬
。
三
就
意
業
以
明
簡
敬
。
一
就
身
業
以
明
簡
敬
者
、

如
修
多
羅
内
慮
虞
之
廣
説
、
略
引
五
三
、
餘
者
類
以
可
知
。
一
者
如

『
大
方
等
陀
羅
尼
経
』
第
四
巻
説
三
十
五
事
防
諸
境
界
。
文
中
但
道
、

若
有
比
丘
行
此
法
者
及
以
白
衣
、
皆
悉
不
聰
於
中
往
来
、
乃
至
末
旬
、

善
男
子
、
如
是
七
科
五
事
、
行
者
了
観
根
源
、
然
後
捨
離
、
其
餘
諸

事
、
亦
復
如
是
。
文
中
但
逍
、
行
者
了
観
根
源
、
然
後
捨
離
者
、
即
是

自
簡
。
在
世
人
者
吾
以
制
之
、
郎
是
肉
眼
凡
夫
佛
所
制
。
約
出
世
人
者

吾
以
不
制
、
郎
是
有
慧
眼
者
佛
開
聴
許
。
二
如
『
像
法
決
疑
経
』
説
、

復
有
比
丘
若
沙
禰
、
以
衆
僧
物
如
似
己
有
、
随
意
取
用
、
非
時
食
嗽
、

或
輿
親
友
。
是
諸
比
丘
沙
禰
、
乃
至
千
佛
出
世
、
永
不
聞
法
、
常
在
三

塗
、
無
懺
悔
虞
。
若
共
此
人
同
住
居
止
、
翔
磨
布
薩
所
作
法
事
、
悉
皆

不
成
、
常
得
重
罪
。
善
男
子
、
若
有
具
犯
四
重
五
逆
、
易
救
可
懺
。
若

侵
損
衆
僧
一
豪
一
粟
、
非
時
食
嗽
、
自
在
取
輿
、
永
【
七
二
八
＞
ー
＇

四
】
沈
苦
海
、
終
無
出
時
。
或
於
現
世
、
得
諸
衰
悩
。
若
共
此
人
同
住

居
止
、
日
夜
得
罪
。
以
此
文
瞼
、
故
知
、
制
諸
肉
眼
凡
夫
、
不
許
雑

胤
。
三
者
就
盲
明
五
不
秤
、
亦
是
簡
敬
法
門
。
一
者
自
他
不
粁
。
自
身

不
共
邪
善
道
俗
往
来
。
二
者
親
疎
不
粁
。
不
學
常
根
佛
法
不
往
来
。
三

者
道
俗
不
汗
。
一
切
邪
善
道
俗
不
輿
親
友
往
来
。
四
者
貴
賤
不
粁
。
一

切
貴
賤
不
共
往
来
。
五
者
凡
聖
不
粁
。
一
聖
内
多
有
邪
魔
、
一
切
凡
内

多
有
諸
佛
菩
薩
゜
凡
夫
生
盲
、
不
能
善
別
、
是
故
名
為
凡
聖
不
粁
、
唯

除
乞
求
難
事
因
縁
、
暫
往
来
者
、
不
在
其
限
。
何
以
故
。
肉
眼
生
盲
、

邪
正
難
別
。
故
知
自
身
既
是
盲
人
、
於
上
所
制
、
不
敢
往
来
、
故
名
為

簡
。
於
他
前
境
種
種
所
作
及
往
来
者
、
凡
聖
不
識
、
不
敢
嫌
他
、
故
名

為
敬
。
四
者
如
『
法
華
経
』
説
、
不
得
親
近
國
王
王
子
大
臣
官
長
、
乃

至
不
典
同
師
已
来
、
倶
明
簡
敬
。
上
来
三
部
経
簡
敬
法
者
、
拉
是
佛
自

遮
制
、
非
是
虚
言
。
雖
復
敬
、
須
行
簡
。
法
法
、
若
箪
敬
不
簡
、
亦
違

本）
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滅
佛
法
。
由
簡
敬
雙
行
、
滅
病
順
法
。
又
明
簡
義
、
於
内
有
雨
種
。
一

者
自
簡
、
二
者
簡
他
。
自
簡
者
有
二
。
一
者
『
方
等
経
』
説
、
制
諸
比

丘
、
不
得
輿
悪
律
儀
逍
俗
往
来
。
不
制
出
世
人
。
自
知
未
得
出
世
、
自

簡
不
合
往
来
。
自
身
已
外
他
往
来
者
、
唯
合
深
敬
、
不
得
作
餘
意
。
若

作
餘
心
、
得
罪
過
於
四
重
五
逆
。
二
『
像
法
決
疑
経
』
説
、
制
諸
比
丘
、

不
得
作
種
種
悪
。
唯
開
菩
薩
自
知
是
菩
薩
。
不
得
作
種
種
悪
。
自
身
已

外
他
作
種
種
悪
者
、
唯
合
作
菩
薩
解
、
不
得
作
悪
解
。
若
作
悪
解
、
得

罪
過
於
四
重
五
逆
。
二
簡
他
者
、
種
種
悪
人
悪
縁
不
共
来
者
、
是
唯
此

経
文
不
聰
往
者
、
郎
空
見
有
見
生
盲
衆
生
。
嫌
不
往
者
、
帥
是
三
乗
正

見
人
。
開
往
来
者
、
郎
是
一
乗
菩
薩
。
所
以
三
階
簡
敬
不
同
、
故
名
約

身
明
簡
敬
義
。

第
二
約
口
業
以
明
簡
敬
者
、
自
知
是
生
盲
衆
生
、
於
他
前
境
或
説
種

種
語
或
善
或
悪
或
邪
或
正
【
七
二
八
＞
ー
五
】
或
染
或
浮
或
世
間
或
出

世
間
如
是
種
種
語
、
自
知
是
盲
、
於
他
前
境
凡
聖
不
別
、
不
敢
起
嫌
、

故
名
為
敬
。
如
是
種
種
雑
胤
語
言
、
自
身
一
向
不
合
、
故
名
為
簡
。
唯

除
自
見
自
説
是
盲
、
説
他
不
識
、
稲
賞
不
謬
、
暫
酬
報
者
、
不
在
其

限
。
又
明
顛
倒
衆
生
多
語
説
不
営
根
佛
法
自
損
損
他
義
。
於
内
有
二

種
。
一
法
説
、
二
喩
説
。
第
一
法
説
者
、
如
『
佛
蔵
経
』
説
、
説
不
嘗

根
佛
法
、
自
損
損
他
。
徒
衆
六
百
萬
億
、
四
萬
億
、
能
説
及
能
受
、
倶

堕
阿
鼻
地
獄
、
皆
由
於
口
。
第
二
喩
説
者
、
喩
如
衆
多
禰
獲
、
慮
在
高

原
、
渇
急
須
水
、
互
相
街
尾
、
入
井
飲
之
、
最
下
禰
獲
、
食
水
足
已
、

語
上
禰
獲
、
悉
皆
牢
街
、
諸
餘
禰
獲
、
悉
皆
言
好
、
倶
時
放
尾
、
堕
井

本）

而
死
。
多
語
過
患
、
亦
復
如
是
。
由
自
語
故
、
能
令
自
他
倶
堕
地
獄
。

皆
由
於
口
、
自
他
倶
損
。
以
一
禰
獲
殺
他
衆
多
禰
獲
者
、
不
識
人
根
而

説
法
者
、
損
盆
如
是
。
又
『
大
集
月
蔵
分
経
』
説
、
以
此
一
口
語
、
謗

他
慎
説
法
者
、
大
徳
不
是
邪
説
邪
法
。
此
一
口
語
、
五
萬
七
千
億
歳
、

生
於
魔
界
。
皆
由
於
口
。
又
逍
、
多
語
胤
覺
、
障
道
慮
深
。
若
不
苦

防
、
無
由
可
息
。
既
自
知
是
肉
眼
凡
夫
、
不
得
分
別
平
量
於
人
。
若
掛

量
他
、
一
事
不
着
、
則
滅
一
切
善
根
盛
。
是
故
、
行
者
従
今
已
去
、
一

切
是
非
、
皆
悉
禁
断
。
唯
得
輿
生
聾
生
盲
生
歴
死
人
三
業
相
嘗
者
、
不

在
其
限
。

第
三
就
意
業
以
明
簡
敬
者
、
自
身
已
外
一
切
衆
生
、
或
作
善
行
、
或

作
悪
行
、
或
作
邪
行
、
或
作
正
行
、
乃
至
八
階
行
等
種
々
行
、
不
敢
嫌

他
。
何
以
故
。
以
自
生
盲
不
能
別
故
。
又
佛
自
逍
、
我
於
賢
劫
中
、
或

作
屠
兒
姪
女
種
々
行
、
故
不
敢
起
嫌
、
故
名
為
敬
。
自
無
慧
眼
、
不
合

種
々
倶
作
、
故
名
為
簡
。
又
『
十
輪
経
』
説
、
顛
倒
衆
生
不
作
十
一
種

主
、
願
不
受
身
。
身
既
不
受
、
則
無
口
意
。
三
業
頓
死
、
登
不
名
簡
゜

三
業
不
生
、
於
他
前
境
寧
更
有
嫌
、
故
名
為
敬
。
肉
眼
分
齊
、
名
之
為

簡
。
以
無
慧
眼
、
【
七
二
八

V
I六
】
故
須
深
敬
。
不
壊
世
間
一
法
、

故
明
簡
゜
而
學
出
世
間
法
、
故
名
為
敬
。
簡
故
自
悪
郎
不
起
。
敬
故
境

善
熾
然
。
一
生
不
壊
於
名
相
、
故
明
簡
゜
而
學
無
名
相
、
故
名
敬
。
簡

故
即
名
断
悪
行
。
敬
故
郎
是
修
善
行
。
簡
敬
雙
行
、
滅
病
成
徳
。
上
来

雖
復
文
多
不
同
、
惣
明
簡
敬
゜
其
義
不
盛
者
、
惣
亦
可
知
、
不
努
多

繹
゜
頌
日
、
未
能
褻
己
随
他
別
亦
未
撮
彼
己
身
同
自
知
盲
冥
無
慧

杏
雨
書
屋
所
蔵
三
階
教
写
本
『
普
親
観
盲
頓
除
十
悪
法
』
の
基
礎
的
研
究
（
西
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於
他
善
悪
若
生
聾
゜

第
四
明
引
事
比
況
者
、
如
『
大
集
月
蔵
分
経
』
説
、
一
念
嫌
他
、
學

十
二
頭
陀
比
丘
、
即
於
無
量
時
受
苦
難
盛
、
久
被
燒
煮
、
受
悪
羅
刹

身
、
以
一
口
語
謗
慎
諒
法
者
、
郎
五
萬
七
千
億
歳
生
於
魔
界
。
又
如

『
智
度
論
』
云
、
拘
伽
黎
謗
舎
利
弗
、
行
不
浮
行
、
佛
勧
不
得
、
偏
骰

生
癒
、
身
憫
洪
憫
、
陥
入
於
地
者
、
是
皆
由
不
認
盲
故
、
虚
中
執
賓
゜

諸
行
者
等
、
好
自
思
量
、
自
知
生
盲
、
不
得
深
起
是
非
。
若
掛
量
他
、

一
事
不
着
、
即
滅
一
切
善
根
盛
、
所
以
大
損
。
千
千
萬
萬
深
防
深
恨
。

諸
行
者
等
、
努
力
作
意
、
此
業
非
小
、
甚
大
可
畏
。
唯
除
同
於
像
王
、

以
善
摘
悪
、
得
免
斯
悪
者
、
不
在
其
限
。
頌
日
、
一
念
漏
心
久
燒
煮

迦
梨
沈
没
近
非
除
但
看
斯
等
受
重
報
都
由
自
認
正
非
邪
。

第
五
引
教
賓
成
者
、
一
者
『
最
妙
勝
定
経
」
説
、
盲
人
見
天
上
色
、

聾
人
聞
天
上
磐
。
郎
此
喩
是
絶
分
不
見
不
聞
喩
。
盲
人
眼
前
色
尚
自
不

見
、
何
況
能
見
天
上
等
色
。
聾
人
耳
邊
磐
尚
自
不
聞
、
何
況
能
聞
天
上

磐
。
二
者
如
『
勝
髪
経
』
説
、
凡
夫
如
生
盲
。
三
者
如
『
涅
槃
経
』
説
、

盲
人
模
像
喩
。
四
者
『
大
集
月
蔵
分
経
』
説
、
生
聾
生
盲
生
唖
。
（
以

下
、
鋏
）

目

杏
雨
書
屋
所
蔵
三
階
教
写
本
『
普
親
観
盲
頓
除
十
悪
法
』
の
基
礎
的
研
究
（
西

1

羽
七
二
八

V
の
翻
刻
文
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
公
益
財
団
法
人
武
田
科

学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
心
よ
り
感
謝
と
御
礼

を
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
、
羽
四
―
一
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
三
階
教
写

本
『
人
集
録
明
諸
経
中
対
根
浅
深
発
菩
提
心
法
』
一
巻
の
基
礎
的
研
究
」

（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
十
一
巻
第
二
号
、
五
六
ー
上
ハ
ニ
頁
（
横

書
）
）
参
照
。

2

『
敦
煽
秘
笈
影
片
冊
九
』
、
武
田
科
学
振
興
財
団
、
二

0
-
―
―
一
年
三
月
、

一
九
九
ー
ニ

0
―
頁
。

3

同
、
一
九
八
頁
。

4

拙
著
『
三
階
教
の
研
究
』
、
九

0
頁
。
愛
宕
元
「
唐
代
河
東
聞
喜
の
装

氏
と
佛
教
信
仰
ー
ー
＇
中
脊
装
氏
の
三
階
教
信
仰
を
中
心
と
し
て
ー
~
」
（
吉

川
忠
夫
編
『
唐
代
の
宗
教
』
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
報
告
）

朋
友
書
店
、
二

0
0
0
年
七
月
、
三
五
ー
六
一
頁
）
。

5

拙
著
、
六
五
七
頁
。

6

拙
著
、
六
五
六
ー
六
五
七
頁
。

7

「
簡
」
と
「
敬
」
に
つ
い
て
は
、
『
第
三
階
仏
法
広
釈
』
の
中
に
、
「
佛

性
敬
簡
」
の
箇
所
が
あ
る
（
拙
著
、
六
―
―
頁
）
。
ま
た
、
『
三
階
観
法
略

釈
』
の
中
に
、
「
次
明
敬
簡
」
と
し
て
、
『
第
三
階
仏
法
広
釈
』
の
「
佛
性

敬
簡
」
の
箇
所
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
（
拙
著
、
六
三
三
ー
六
三
八

頁）。

8

冒
頭
の
一
行
は
判
読
不
能
。

9

慧
底
本
に
は
「
恵
」
に
作
る
が
改
め
る
。
以
下
も
同
様
で
あ
り
、
注

記
は
省
略
す
る
。

10

己
写
本
で
は
「
已
」
に
作
る
が
、
文
意
に
し
た
が
っ
て
「
己
」
に
改

め
る
。

11

盲
盲

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

本）

盲
観
、
普
親
観
、
装
玄
證
、
敦
煽
写
本
、
杏
雨
書
屋

（
武
蔵
野
大
学
教
授
・
博
士
（
文
学
）
）

「
盲
」
の
一
字
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
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